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はじめに

　国際社会にとって今世紀初頭の大きな目
標は、貧困削減である。ミレニアム開発目
標のゴール1には、「2015年までに1日1ドル
未満で生活する人口の割合を1990年の水準
の半数に減少させる」と掲げられ、さまざ
まなプロジェクトが実施されている。これ
らの貧困層を対象とするプロジェクトにお
いては、従来の住宅、雇用、保健などのサー
ビス提供だけでなく、個人の能力を向上し
て貧困からの脱却を図るというエンパワー
メントが重要な要件となっている。また、
開発とジェンダーにおいてもエンパワーメ
ントは、1995年の第4回世界女性会議（北
京会議）以降、ジェンダー主流化と共に主
要な概念となっている。
　エンパワーメントとは「地位や能力を向
上させること」という意味で、社会的弱者
が剥奪されている身体的、心理的、社会的、
経済的、政治的パワーを取り戻していくプ
ロセスを指す。剥奪されているパワーやそ
の要因は、個々人が暮らす時代や環境、お
よび社会、家族、周囲の人との関係性など
によって異なるため、エンパワーメントの
ための介入方法もそのプロセスも一様では
ない。
　女性のエンパワーメントのための開発ア
プローチとして、最も注目されているのは
経済的エンパワーメントである。バングラ

デシュのグラミン銀行の成功事例によって
世界的に広まった小規模金融プロジェクト
は、女性が経済力をつけるだけでなく、自
信をもつ、家庭内での発言力が増すなど、
心理的、社会的エンパワーメント効果もあ
ることが認められている。そのため、経済
的エンパワーメントを基盤とする多面的な
エンパワーメントを目的とし、小規模金融
に家族計画、農業技術、識字教育などを組
み合わせたプロジェクトも数多く見られ
る。
　このような経済面重視のアプローチに対
して、インド政府人材開発省が実施してい
るマヒラー・サマーキアー・プログラムは、
教育を基盤とした女性のエンパワーメント
を目的とする。女性の識字率が低い地域に
おいて、女子教育普及を阻む障害をなくし、
女性や女児が教育を受けられる環境づくり
を女性グループの形成とそのエンパワーメ
ントを通して行っている。
　本稿では、この問題解決型のエンパワー
メント・アプローチをとるマヒラー・サマー
キアー・プログラムをインドで4番目、
1993年に開始したアンドラ・プラデシュ州
の事例を取り上げる。2011年1月5日から10
日までの現地調査で、同プログラムの州政
府担当者、実施主体であるアンドラ・プラ
デシュ・マヒラー・サマタ・ソサエティ
（APMSS: Andhra Pradesh Mahila Samatha 

Society）、同プログラムに参加している女
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性グループのメンバーへのインタビュー、
およびメンバーとのグループ・ディスカッ
ションを行い、情報を収集した。
　アンドラ・プラデシュ州では、各村に形
成された女性グループから成る女性グルー
プ連盟が2000年に設立され、同プログラム
から独立して活動を行うまでに成長したグ
ループが生まれている。そのうち最も早く
設立された連盟の1つであるマクタール女
性グループ連盟に注目し、指定カーストや
指定部族など低い社会階層に属する女性た
ちが問題を解決しながらエンパワーされて
いくプロセスを探ることを目的とした。
　まず、第1節で、「エンパワーメント」と
いう概念と女性のエンパワーメントのため
のアプローチを概観し、第2節では、マヒ
ラー・サマーキアー・プログラムの概要を
説明する。第3節では、今回現地調査を実
施したマクタール女性グループ連盟の組織
や活動について紹介し、第4節では、調査
結果をもとに教育を基盤としたマヒラー・
サマーキアー・プログラムのエンパワーメ
ント・アプローチの効果を身体的、心理的、
社会的、経済的、政治的側面から検証する。
最後に、同プログラムへの提言を含め、現
在主流をなす経済的エンパワーメント・ア
プローチとは異なる女性のエンパワーメン
トへのアプローチを考察する。

１．女性のエンパワーメントのための
アプローチ

　エンパワーメントとは、最近よく耳にす
る言葉であるが、その定義は確立している
わけではない。本節では、先行研究をもと
にエンパワーメントの定義と女性のエンパ
ワーメントのためのアプローチについて概
観する。

1　エンパワーメントの定義
　エンパワーメントは日本語に訳しにくい
言葉であるため、カタカナでそのまま使用
されており、「力の付与」「力をつけること」
と一般に理解されている。その語彙には、
歴史的な変遷があり、中世の英語では「カ
トリック教会法皇が王、封建諸侯に世俗的
な権力を授けること」（伊藤 2002: 241）、
17世紀には法律用語として「公的な権威や
法律的な権限を与えること」を意味してい
た（久木田 1998: 10）。そして、アメリカ
で公民権運動やフェミニズム運動などの社
会変革活動が盛んになった1950～60年代頃
から、より広範な社会的プロセスを表す意
味で広く用いられるようになったのであ
る。
　エンパワーメントという概念に大きな影
響を与えたのは、『被抑圧者の教育学』を
著わしたパウロ・フレイレ（1979）である。
ラテンアメリカの非識字者を対象とする教
育手法として「意識化」（conscientization）
を主題とし、社会における自分の位置、受
けている差別などを意識し、変革のための
行動を促進する教育を実践した。このこと
は、教育学のみならず開発政策やプロジェ
クト実施方法の変革にもつながった。
　ロバート・チェンバース（2000）は、貧
しい、教育を受けていないなど社会の底辺
に置かれている人たちから学ぶべきである
と論じ、開発政策における優先順位の転換
（および上位の人と下位にいる人の力関係
の逆転）を主張した。また、ピーター・オー
クレイ（1993）は、トップダウンの決定で
はなくプロジェクト対象者が意思決定に加
わる参加型開発を提唱した。さらに、アマ
ルティア・セン（1999）は、貧困は経済的
側面だけでなく、所有する物を使いこなせ
る能力があるか、そして人間として尊厳を
もって生きられるかを考慮すべきであると
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いう潜在能力アプローチを示した。この概
念は国際援助機関に採用され、貧困者のエ
ンパワーメントが強調されるようになっ
た。
　このようにエンパワーメントは多くの支
持を受け、多用されている言葉ではあるが、
手段か目的か、規範的概念か分析概念かな
どの議論があり、その定義は確立されてい
ない。本稿では、先行研究（フリードマン 
1995; 久木田 1998; 佐藤 2005; Kabeer 1994; 
Narayan 2002など）をもとに、
「社会的な弱者が、自分自身あるいは
他者の援助によって、自信と尊厳の回
復、能力の取得を行い、他人からのコ
ントロールから解放され、自分で意思
決定を行えるように社会の関係性を変
革していく身体的、心理的、社会的、
経済的、政治的パワーなどを獲得して
いくプロセス」

と定義する。

⑵　ジェンダー視点に立った女性の
　　エンパワーメント・アプローチ
　開発とジェンダーの分野でエンパワーメン
トという語句（スペイン語empoderamiento）
が最初に用いられたのは、1980年に開催され
た第2回世界女性会議のNGOフォーラムで、
第3回世界女性会議（1985年）において広く
普及した（目黒 1998; 伊藤 2002）。「女性の
エンパワーメント」という概念の形成には、
開発途上国の女性を中心として結成された
ネットワーク型NGOのDAWN（Development 
Alternatives with Women for a New Era）が、
開発プロセスへ女性が参加するためには、
個々人が力をつけ連帯して行動することが
重要であると、貧困層の女性の視点から訴
えたことが発端である（村松・村松 1995; 
原 1999）。
　エンパワーメントが初めて公式文書に用

いられたのは、「リプロダクティブ・ヘル
ス／ライツ」という概念が提唱された1994
年のカイロ世界人口開発会議で採択された
行動計画においてである。第4章に「ジェ
ンダー平等とエンパワーメント」と題され、
社会的、経済的、政治的、法的、性的に力
をつけることが重要な目標であると述べら
れている。
　第4回世界女性会議（1995年）で採択さ
れた北京行動綱領は、「女性のエンパワー
メントに関するアジェンダ（予定表）」で
あり、「経済的，社会的，文化的及び政治
的意思決定の完全かつ平等な分担を通じ
て，公的及び私的生活のすべての分野への
女性の積極的な参加に対するあらゆる障害
の除去を促進することを目的とする」（総
理府仮訳）と明記されている。同年、
UNDPは『人間開発報告書1995』に人間開
発指数に加え、ジェンダー・エンパワーメ
ン ト 指 数（GEM: Gender Empowerment 
Measure）およびジェンダー開発指数（GDI: 
Gender Development Index）を追加した。
　北京会議以降、エンパワーメントはジェ
ンダー主流化と共にジェンダー平等達成の
ための中心的概念となり、エンパワーメン
トの視点から国家・地域間のジェンダー平
等達成度を比較する指標も示されている。

⑶　女性のエンパワーメントのプロセ
スとエンパワーメントの5つの側面

　エンパワーメントの定義が1つでないの
と同様に、エンパワーメントのプロセスや
側面についてもさまざまな主張がある（フ
リードマン 1995; 村松・村松 1995; 久木田 
1998; 原 1999; 佐藤 2005）。おおむね、エン
パワーメントは当事者の気付き、あるいは
フレイレの言う「意識化」、能力の獲得、
社会関係の変革という3つのプロセスと、
身体的、心理的、社会的、経済的、政治的
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という5つの側面から分析されている（図1
を参照）。
　女性のエンパワーメントのプロセスも、
第1段階は気付くことである。常に抑圧さ
れた状態にいる女性は、その状態を当たり
前のことと受け止め、権利や権力が剥奪さ
れている状況に気付いていない場合が多
い。また、上下関係に慣れている女性は、
夫婦、親子、年長者との関係で自分を位置
づけ、自分を「～の妻」「～の母」として
のみ認識し、明確な自己アイデンティ
ティーをもたない（Sen 1990）。そこで、
まず自分自身や自分が社会や家庭で置かれ
ている立場を理解し、その原因を分析す
る。これは、心理的なエンパワーメントで
ある。
　第2段階は、次の段階で行動を起こすた
めの能力獲得で、保健サービスの提供によ
る身体的エンパワーメント、識字教育など
によって知識や情報が得られるようになる
社会的エンパワーメント、技術研修や資金
を受け収入創出活動を行うなどの経済的エ
ンパワーメントが行われる。これらの能力
獲得プロセスを通じて心理的にも成長す
る。この段階では、女性が力をつけること

で家族やコミュニティの生活の向上も見ら
れるポジティブ・サムであり、力を持つ者
と持たなかった者との間のあつれきは少な
い。
　第3段階では、問題に気付き、能力を獲
得した女性が既存の力関係の不均衡に挑戦
する行動を起こす。力の再配分を伴う要求
はゼロ・サムであり、すでに力を持つ者か
ら反対される可能性が高い。そこで、弱い
立場にいる個々の女性たちは、連携という
手段をとる。組織化し、ネットワークを構
築し、連帯して行動することによって、権
利を主張し、獲得し、意思決定の場への参
加を求めていくのである。1人1人のエンパ
ワーメントから集団としてのエンパワーメ
ントが図られ、政治的エンパワーメントが
達成される。

⑷　経済的なアプローチと社会的なア
プローチ

　現在、女性を対象とする開発援助プロ
ジェクトでは、先述したエンパワーメント
のプロセスの第2段階の能力獲得において
経済的側面を重視するものが多い。女性が
再生産活動だけでなく生産活動、しかも家

図1　女性のエンパワーメントのプロセスと側面

（出典）筆者作成。
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庭外から収入を得る生産活動に従事するこ
とが、女性の地位向上のために重要である
と認識されているからである。
　バングラデシュのグラミン銀行は、貧困
層の女性に少額の融資を行い、小規模ビジ
ネスを開始することなどによる貧困削減を
目的としている。この経済的エンパワーメ
ントに加え、女性たちが「家の外へ出かけ
るようになった」「自信をつけた」「村で女
性の地位が上がった」など、心理的、社会
的エンパワーメント効果も報告されている
（坪井 2006; Hossain 1988; Karl 1995など）。
　同様に、インドのSEWA（自営女性労働
者組合）は、貧しい自営業の女性を組織化
し、単独では難しい雇用主との賃金や労働
条件をめぐる交渉を団体で行い、生計を確
保、安定化させることが設立の目的であっ
た。その後、女性たちの多様なニーズによ
り、活動は保健、識字教育、銀行、保険サー
ビスにまで拡大した。ここでも、「要求する」
「ロビー活動を行う」「政治力が高まる」な
ど、経済的エンパワーメントのみならず他
の側面のエンパワーメントも図られている
（甲斐田 1998; 伊藤 2002: 249; Bhatt 1989; 
Karl 1995など）。
　このように、経済的エンパワーメント・
アプローチが主流である理由は、女性が経
済力をつけることによって家族やコミュニ
ティからその貢献が認知され、発言力や交
渉力が増し、意思決定に参加できるように
なるなど、社会的、政治的エンパワーメン
トにもつながっているためである（セン 
1991; 国立婦人教育会館 1999; Karl 1995; 
Medel-Anonuevo 1995; Devi 2002など）。一
方で、女性に収入があっても、すべて夫や
男性家族の手に渡したり、その使途につい
て決定権はなく家族内の力関係は変わらな
いという報告もあり、女性が収入を得るこ
とだけでは、他の側面のエンパワーメント

につながらないという報告も多い。（木曽
1997; 穂積 1998; 国立婦人教育会館 1999; 
Karl 1995）。
　次によく用いられているアプローチは、
社会的エンパワーメントであり、主に識字
教育が行われている。世界の非識字者数は
7億5864万人で、そのうち64%が女性なので
ある（UNESCO 2010）。識字教育プロジェ
クトにおける重要なモデルの1つは、先述し
たフレイレ（1979）の教育手法である。日
常生活で使われる言葉を中心に文字を習得
すると同時に、抑圧されている人びとがそ
の状況を認識するための意識化を図る。そ
のプロセスでは、問題を分析し、解決して
いくための能力もつけていく。多くの成人
識字プロジェクトにおいて、読み書きを学
ぶことを通して、「自信がついた」「自分を
誇りに思う」「尊敬されるようになった」な
どの心理的エンパワーメントが、報告され
ている（Oxenham et al  2002; Ota 2005など）。
　しかしながら、成人識字プロジェクト運
営の難しさはよく知られている。「今さら
読み書きを習っても何の役にも立たない」
「仕事や家事が忙しくて時間がない」など、
識字を学ぶ動機に欠けていたり、学習の継
続が困難な状況がある。また、学校へ行っ
たことがない人は、ペンの持ち方から学ば
なければならず、勉強する習慣が身につい
ていないため集中力が持続せず、識字の習
得に時間がかかり、途中で興味を失ってし
まう場合も多い。
　ユネスコが1970年代後半に実施した識字
教育と生計手段獲得を統合する実験的プロ
ジェクトを評価分析した報告書（Oxenham 
et al  2002）によると、①識字学習から経済
活動へ、②経済活動から識字学習へ、③識
字学習と経済活動の同時進行、という3つ
のパターンのうち、②が最も効果的であっ
た。参加者の経済活動への関心は高く、経（出典）筆者作成。
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済活動には読み、書き、算数が必要である
と自ら実感する。識字を学ぶ意欲が生まれ、
習得する人が多い。一方、識字学習から開
始した場合、参加者の識字への関心はもと
もと低く、読み書きができないまま中途で
辞める人が多く出る。そのため、職業訓練
や小規模金融を識字教育と組み合わせ、経
済的なインセンティブを提供して参加者を
集める識字プロジェクトが実施されている
のである。
　エンパワーメントには、身体的、心理的、
社会的、経済的、政治的側面があり、この
5つの側面すべてにおいてエンパワーメン
トを達成することが必要である。そのため
のプロセスは多様で、1つの有効なモデル
が存在するわけではない。例えば、女性の
外出に制約がある文化的・社会的環境下で
は、家庭の外での雇用を促進する経済的エ
ンパワーメント・アプローチは有効ではな
いだろう。また、前述したように経済的エ
ンパワーメントが必ずしも社会的、政治的
エンパワーメントにつながるわけではな
い。そこで、本稿では問題解決型の社会的
エンパワーメントを糸口に、最も困難であ
ると考えられている政治的エンパワーメン
トにおいても成果を上げているマヒラー・
サマーキアー・プログラムを取り上げた。

２．マヒラー・サマーキアー・
　　プログラムの概要

　マヒラー・サマーキアー・プログラムは、
1986年に改定された国家教育政策を受け
て、インド政府人材開発省が1988年に開始
した全国規模の事業である。興味深いのは、
教育を所管する省の事業であるにもかかわ
らず、学校や識字教室の設立など直接的な
教育サービスはプログラムの一部にすぎ
ず、教育を基盤に女性のエンパワーメント

を図り、女性や子どもが教育機会を享受で
きる環境づくりによる教育の普及を主眼と
している点である。プログラムの対象は女
性の識字率が低い州で、州ごとに実施主体
となる独立機関を設置している。アンド
ラ・プラデシュ州では、アンドラ・プラデ
シュ・マヒラー・サマタ・ソサエティ（以
下、APMSS: A ndhra Pradesh Mahila 
Samatha Society）が、全国で4番目の1993
年にプログラムを開始した。
　マヒラー・サマーキアー・プログラムに
は、4つの特徴がある。第1に、何年までに
識字率何%を達成するなどという期限を伴
う数値目標を設定せず、プロセス志向の運
営を行う。第2に、識字教育だけでなく広
い分野の研修を提供し、活動内容は参加者
の主体性に任せる。第3に、APMSSはファ
シリテーター、コーディネーターに徹し、
女性たちが考え、決定するというボトム
アップのアプローチをとる。第4に、明確
な撤退策をもつ。
　これらの特徴を示す同プログラム運営の
5段階を以下に説明する。第1段階は、グルー
プの形成である。カーリヤカルター
（karyakartha）と呼ばれるAPMSSから研修
を受けたファシリテーターが村々を訪れ、
指定カーストや指定部族など低い社会階層
に属する女性たちを対象に、プログラムの
内容を説明する。ファシリテーターは、女
性たちが抱える問題を共有し、その問題に
取り組むためのグループ（1）づくりを勧め
る。両者の間に信頼関係が築かれ、グルー
プ結成に至るまで少なくとも2カ月から半
年ほどかかると聞いた。
　第2段階は、形成されたグループによる
定期的なミーティングの開催である。グ
ループのメンバーは、月に1回ミーティン
グを行い、毎月2ルピー（2）という少額の会
費を集める（3）。ミーティングではファシリ
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テーターと共に、家庭や村における問題に
ついて話し合い、グループとして取り組む
課題を決定する。ミーティングの場所には、
メンバーの家や公共施設などが使われる。
グループ専用の集会場所を持ちたいという
要望が出された場合は、APMSSが1万5000
ルピーの建設費を援助する。
　第3段階は、取り組む問題の原因を分析
し、解決策を話し合う。問題解決に向けた
キャパシティー・ビルディングのために、
女性グループはAPMSSに研修を要求す
る。APMSSは、保健・衛生、ジェンダー、
キャンドルづくり、農業技術、ハーブ薬品
の使用など一定の研修プログラムを準備し
ているが、女性グループが希望する研修を
提供する。研修の形態もさまざまで、村で
メンバー全員を対象として行うものや、1
グループから1～2名の代表者が近隣の村に
集って研修を受け、他のメンバーに学んだ
内容を伝える形をとる場合もある。また、
他の女性グループを訪問するなどの視察旅
行も行われる。
　第4段階は、解決策の実施である。問題
解決のための行動を起こし、その結果につ
いて話し合い、反省をもとに別の解決策を
試みる、あるいは次の課題へ取り組んでい
く。必要があればAPMSSは、活動資金と
して1カ月500ルピー程度の少額の資金を援

助する。
　第5段階は、APMSSの撤退である。第4
段階からファシリテーターの介入を徐々に
減らし、サポートがなくても活動が行える
ようにグループ力をつけていく。APMSS
は、グループが自主的に活動できると判断
すると、研修などは継続して行うものの、
プログラムの対象地域から外す。グループ
の結成から独立までの期間は3年を目安と
しているが、実際はそれ以上の年数を要し
ている。
　マヒラー・サマーキアー・プログラムが
取り組む重要課題は、①教育、②保健・健
康、③天然資源保護と資産形成、④ガバナ
ンス、⑤平等な社会とジェンダー間の平等、
の5分野である。これらは、プログラム実
施当初から設定されていたわけではなく、
女性グループから提起された問題を集約し
て決められた。

３．女性グループから女性グループ連
盟へ―マクタール・マンダルの事例

　マヒラー・サマーキアー・プログラムが
アンドラ・プラデシュ州で1993年に開始さ
れて以降、17年を経た2010年末現在、14県、
4390村に女性グループが形成された。今回
の現地調査の対象に選んだのは、同州で最
初に選ばれた対象地域の1つであるマフ
ブーブナガル県マクタール・マンダル（4）の
女性グループ連盟で、最初に設立された連
盟の1つである。マクタール・マンダルは、
マフブーブナガル県の県庁所在地マフブー
ブナガル市から車で1時間ほどの所に位置
する人口6万2205人（GOI 2001）の農村地
域である。
　同県は半乾燥地帯に位置し、土地は痩せ、
しばしば干ばつに見舞われる厳しい自然条
件のもと降雨に頼る農業を主な産業としてカルニ村の女性グループの集会場所
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いる。1人当たりの県内総生産は23県中21
位、成人識字率と子どもの就学率は最下位
という低開発地域であることが、プログラ
ムの対象となった理由である。本節では、
マクタール女性グループ連盟設立に至った
経緯、連盟の組織、活動について説明する。

⑴　マクタール女性グループ連盟設立
への道のり

　マクタール・マンダルでは、村の女性グ
ループがクラスターを形成し、その後連盟
へと発展し、マクタール女性グループ連盟
の組織は、次のような3層構造になってい
る（図2を参照）。
①各村に1つの女性グループ
　低い社会階層出身の女性、25名から30名
程度で構成されたグループが1村に1つ形成
されている（5）。グループのメンバーの中か
らリーダーという名称ではなく運営委員1
名が選出される。その他のメンバーは、前
述したプログラムの5つの課題別部会に分

かれ、それぞれの課題に関する研修に参加
したり、活動を行う。
②クラスターの形成
　多くの研修は複数の村の女性グループを
1つの村に集めて実施されており、これを
クラスターと呼ぶ。このような研修の機会
に、近隣の女性グループと交流することで、
女性たちは共通の問題を抱えていることに
気付いた。各村の女性グループは、同じ課
題に取り組む近隣の5～6グループと1997年
にネットワーク化を始め、独自のクラス
ターをつくっていき、7つのクラスターが
形成された。各村の女性グループの運営委
員がクラスターの運営委員となり、このう
ち1名がクラスターの代表として選出され
る。クラスター運営委員は、月に1回ミー
ティングを開催し、情報交換や課題解決に
向けての話し合いを行う。
③女性グループ連盟
　1999年に7つのクラスターが集合し、マ
ンダル単位で女性グループ連盟を設立する

（出典）筆者作成。

図2　マクタール女性グループ連盟の組織図
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動きが始まった。独立した組織として政府
に登録（6）するための準備を開始し、2000年
には登録が完了した（7）。すべての女性グ
ループの運営委員、合計45名が連盟運営委
員を務め、2カ月に1回ミーティングを行
う。そして、7つのクラススターの各代表7
名が、連盟の執行委員となり、代表、副代
表、書記、副書記、会計の各1名、計5名が
その中から選ばれる。執行委員会のミー
ティングは、毎月開催される。活動資金と
して、各女性グループは1カ月50ルピーの
会費を納める。

⑵　マクタール女性グループ連盟設立
に至った背景

　マクタール・マンダルの女性グループの
メンバーは、貧困、カーストによる差別な
どさまざまな問題について話し合い、他の
村のグループと交流していく中で、共通の
問題に直面していることが分かった。それ
らは、単独のグループで解決を図るには大
きな問題で、複数のグループによって取り
組む方が効果的であると考え、クラスター
そして女性グループ連盟を結成していった
のである（8）。
　マクタール女性グループ連盟は、まず3
つの共通の問題に取り組むことに決めた。

1つは、幼児婚である。インドの最低婚姻
年齢は女性18歳、男性21歳であるにもかか
わらず、マクタールでは10歳以下の女児の
結婚もまれではない。結婚相手の中には、
10歳から20歳年上の男性もいる。その理由
としては、ヒンドゥー教では娘を初潮前に
結婚させるという宗教上の義務が父親にあ
ることや、結婚する際にはダウリー（持参
財）を持たせる必要がある上に、結婚後は
家族に経済的な貢献が見込めない娘を長く
養うことを避けるためもある。しかし、早
く結婚させられた女児は教育の機会が奪わ
れ、低年齢出産により命の危険にもさらさ
れる。
　次に、ジョギニ制度（jogini）である。
インド各地で異なった名称を有し、寺院へ
女児を捧げるデーヴァダーシー（devadasi）
に似た慣習である。ジョギニは「神の妻」
を意味し、マクタールでは、村ごとに年2
回行われる儀式において7～8歳の女児1人
と羊が神に捧げられる。多い時には1つの
村に25人もジョギニがいたという。
　女児は神と結婚すると言いならわされて
いるが、実際は親との同居を続け、村の男
性と性的関係をもち、その代償として土地
や金品などが与えられる。家計の負担であ
る娘が収入源となるため、貧しい家庭の長
女をジョギニにする親が多いと聞いた。こ
の慣習は法律で禁じられているにもかかわ
らず、マクタールでは継続されていた。
　もう1つは、多くの女児が綿花畑で働き、
就学していない状況があった。綿花の受粉
作業には、背が低く、小さくて器用な手を
もつ女児が適しているというのが雇い主の
言い分である。実際は、子どもは低賃金で
雇える上、特に女児は単純作業に忍耐強く、
不満を述べたり口答えをしないため、雇い
主から好まれるのである。綿花畑では多量
の農薬が使用されているため、頭痛、腹痛、

マクタール女性グループ連盟のミーティングで
活動内容を説明する執行委員（2011年1月7日）
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吐き気、皮膚病などの健康被害が顕著に
なってきたという。
　幼児婚やジョギニ制度は伝統的な慣習と
して守られている面があり、児童労働は権
力を持つ地主の利権がからむ問題であるこ
とから、1つの村で25名程度の下位カース
トの女性たちが反対しても簡単に解決でき
る問題ではない。そこで、マクタールの女
性グループは、連携して取り組むことに決
めた。「25人のグループが5つ集まれば125
人、大きな力になる」と、ある女性メンバー
は説明した。

⑶　マクタール女性グループ連盟の
　　活動とその成果
　マクタール・マンダルで共通の問題解決
に向けて、女性グループ連盟はAPMSSの
サポートのもと行動を開始した。まず、幼
児婚、ジョギニ制度、児童労働問題が及ぼ
す悪影響について認識を高めるに、各村で
ミーティングや啓発キャンペーンを行っ
た。
　児童労働をなくすため、連盟の女性たち
は子どもを綿花畑などに働きに出している
家庭を1軒、1軒訪問し、学校へ行かせるよ
う説得にあたった。一方で、子どもの雇用
主である地主とも話し合い、暫定措置とし
て働く子どもたちのためのノンフォーマル
学校を村内に開校した。子どもたちが仕事
を終えた後、夜間に小学校課程の教科を教
え、村の正規学校で年齢に相応した学年に
編入できるようにした。女性グループが村
の中からボランティア教師を探し、学校の
運営にあたった（9）。働くことを辞めた女児
は、マフブーブナガル市にあるAPMSSが
運営する女児のための寄宿学校で、7年生、
10年生試験に合格するための教育が受けら
れるようになっている。2008年には、女性
グループ連盟がマクタールで独自の寄宿学

校を設立し（10）、現在50名の女児が学んでい
る。
　各村の女性グループは、村の公立学校の
改善にも取り組んでいる。教員がきちんと
教えているか、給食の質が守られているか
など常に監視し、子どもたちが受ける教育
の質の確保に努める。その結果、現在マク
タール・マンダルでは、すべての子どもが
就学していると聞いた。
　幼児婚とジョギニ制度については、情報
が入ると女性グループがその家族を訪れ、
女児に与える悪影響や教育の重要性を説明
して、取りやめるように説得する。しかし、
容易に聞き入れてもらえる場合ばかりでは
ない。女性グループが幼児婚に反対するた
めにある村へ行った時、一部の村人は納得
したものの、納得できない村人からサンダ
ルで叩かれ、人込みをかき分けてようやく
車に乗り込んで逃げたと、あるメンバーが
話した（11）。幼児婚もジョギニ制度も法律で
禁止されているため、女性グループは警察
や役所に通報したり、地元のNGOの助け
を得たりして解決を図ってきた。このよう
な努力が実り、現在マクタールにはジョギ
ニが1人もいなくなったが、幼児婚はまだ
行われており、啓発活動を継続すると共に
情報が入る都度に対応している。
　さらに、女性グループから地主との賃金
交渉に成功した話を聞いた。下位カースト
の女性たちは、上位カーストの地主の言い
なりにならざるをえず、雇い主である地主
から渡された賃金を受け取るだけであっ
た。賃金を支払ってもらえない時さえあっ
たという。たとえある村の女性たちが低賃
金に反対して働かないと決めたとしても、
仕事が欲しい他の村の女性が働きに来る。
そこで、近隣の村の女性たちと申し合わせ
て、一致団結して働かないことにした。し
かも、これを農繁期に決行したのである。
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労働力がどうしても必要な地主は、仕方な
く賃金を引き上げた。
　時には暴力を振るわれたり、嫌がらせを
受けたりすることがあったが、女性グルー
プは村を越えて共通して抱える大きな問題
の解決に向けて団結し、行動し、そして成
果を挙げてきた。「お互いの経験を共有し、
連帯することが、クラスターから連盟へと
組織が発展してきた理由である」と、女性
たちは語った。
　マクタール女性グループ連盟が2000年に
設立され、マヒラー・サマーキアー・プロ
グラムの実施主体としてのAPMSSは2006
年に同地域から撤退したが、現在も両者は
緊密な関係を保っている。APMSSは、連
盟のメンバーに対し独立機関として必要な
運営方法、会計などに関する研修を継続実
施しており、就学キャンペーンなど実施し
ているプロジェクトの一部を委託してい
る。また、連盟の理事1名はAPMSSのスタッ
フが務めるというサポート体制をとってい
る。
　独立後もマクタール女性グループ連盟は
APMSSから支援を受ける一方、自己資金
で独自の活動を行っている。例えば、前述
した女児のための寄宿学校を運営し、他の
NGOからの依頼で就学率向上や衛生向上
キャンペーンなどを実施した。資金調達の
ために政府に事業案も提出する。中でも注
目すべき活動は、隣接するダルール・マン
ダルでAPMSSに代わってマヒラー・サマー
キアー・プログラムを立ち上げたことであ
る。マクタール女性グループ連盟は運営委
員会を設立し、現地に事務所を構え、プロ
グラムを実施している。
　同連盟の女性たちと話して強く感じたの
は、女性たちの正義感と奉仕の精神であ
る。女性グループの活動への参加はボラン
ティアであり、何の報酬もない。しかし、

「グループのメンバーになってよかったこ
とは何か」と聞くと、「いろいろなことを
学んで自分が成長し、他の人を助けられる
ようになった」という答えが多かった。自
分たちが抱えていたさまざまな問題を地域
の女性たちと連携して解決してきた経験を
生かし、他の村の女性の状況も良くしてい
きたいという強い意志が、その言葉や態度
に表れていた。

４．マヒラー・サマーキアー・プログ
ラムのエンパワーメント・アプ
ローチの検証

　マヒラー・サマーキアー・プログラムは
教育プログラムでありながら、直接的な教
育サービスはプログラムの一部で、女性グ
ループ形成による問題解決型の社会的エン
パワーメントを中心目標としている。女性
たちは自分たちの周りにある問題を解決す
るために、さまざまな取り組みを行ってい
る。本節では、マクタール女性グループ連
盟の活動成果を、第1節で示したエンパワー
メントの5つの側面から女性たちの話をもと
に検証する（12）。

1　社会的エンパワーメント
　マクタール女性グループ連盟の女性たち
がグループ・ディスカッションで話した中
で、社会的エンパワーメントに関する例が
最も多かった。第1に、行動範囲の拡大であ
る。インド南部のアンドラ・プラデシュ州
は女性の労働参加率が高く、パルダ（13）の慣
習が北部ほど厳格に守られていない。それ
でも、女性だけで村の外へ出かけることは
まれである。
「以前は家からあまり出たことがなかっ
たけれども、女性グループに参加して
ミーティングや研修に出かけるように
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なった」
「家の外のことはほとんど知らなかった
が、デリーやハイデラバードのような
都会へ行けてうれしかった」

と、連盟の女性たちが述べたように、マヒ
ラー・サマーキアー・プログラムへの参加は、
外部の世界を知る機会となった。
　第2に、家庭内に留まり外の社会とのかか
わりが少なかった女性たちが、自分たちの
問題を考えたり研修を受けたりして、
「多くのことを学んだ」
「女性のもつ問題、社会の問題を理解
した」
「女性や子どものこと、関連する法律に
ついて知った」

と語り、学習効果を示した。
　第3に、家庭外の人、特に以前は話すこと
を恐れていたような人たちとコミュニケー
ションが図れるようになったと、多くの女
性が言った。
「問題をきちんと議員に説明、提示でき
るようになった」
「政府職員に要求したり、交渉できるよ
うになった」

　第4に、このような自分たちの問題解決の
ための活動を通して、視野が広がり、人と
の関わり方に成長がうかがえた。女性グルー

プのメンバーたちと、
「勇気をもって行動し、団結し、お互い
に助け合う」
「他の人や組織・機関といっしょに働け
る」
「多くの人と調整して、活動できる」

と語り、社会参加の範囲が拡大したことを
表した。
　第5に、自分たちの活動成果を役立てたい
という積極的な意思をもっていることが、
次の言葉から分かった。
「以前は自分のことしか考えていなかっ
たけれど、社会の問題についても考え
るようになった」
「いろいろ学習して他の女性や人びと
に教えたり、助けたりできるようになっ
た」

　第6に、このように活動が進展していく中
で、連盟の女性や他の女性の状況にも変化
が見られたことを示す語りがあった。
「以前は、政府職員に何かお願いする
に時は、乞うような態度をとっていた
が、最近では『やってください』と、きっ
ぱり言う」
「村の女性が、外に出かけるようになっ
た」
「かつて女性は男性に支配され自由が

カルニ村でのグループ・ディスカッション
（2011年1月8日）

APMSSのマフブーブナガル事務所でのグルー
プ・ディスカッション（2011年1月6日）
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なかったけれど、女性が強くなってき
た」

　このように女性の社会参加については多
くの変化が見られたが、社会的エンパワー
メントの重要な要件の1つである識字教育に
関しては、あまり成果が見られなかった。
アンドラ・プラデシュ州の女性全体の識字
率や就学率の向上を反映して、近年形成さ
れたグループには比較的多くの識字者がい
るという。しかし、設立年が早いマクター
ルなどのグループには、読み書きができる
メンバーが少ない（14）。APMSSのスタッフは、
グループのメンバーの50%が識字者になる
ことを目標としていると言う。しかし、メ
ンバーの識字能力に関する情報は把握して
いない（15）。
　APMSSによる識字教育の主な取り組み
は、①村で識字教室を開設、②リテラシー・
キャンプという3日から10日間の集中コース
で、仕事や家事を離れて集中して学習でき
るように、村の外で宿泊して行われる。し
かし、「この年齢で読み書きができるように
なっても、どうなるというのか」と考える
中高年のメンバーも多く、識字への関心は
高くない。現地調査でグループ・ディスカッ
ションが終了した後に、参加した女性がミー
ティングへの出席を記録するノートにサイ
ンではなく、次々と指紋押捺をしていたの
を見た。同行していたAPMSSのスタッフに
尋ねると、「少なくとも自分の名前を署名で
きるはずだけれども、慣れないペンを持っ
てサインをするより指紋の方が簡単だから、
そうする女性が多い」と説明した。このグ
ループの女性たちは、1993年からプログラ
ムに参加しているのであるが、識字教育は
進んでいないようだ。
　アンドラ・プラデシュ州の女性の識字率
の低さについては、マヒラー・サマーキ
アー・プログラムの同州政府担当者も大き

な課題であると認識しており、APMSSに各
村で識字教室を開始するなど、さらに努力
するよう指示していると話した（2011年1月
10日のインタビュー）。

2　経済的エンパワーメント
　マヒラー・サマーキアー・プログラムは、
貧しい女性たちの間でグループ形成する際
によく用いられる貯蓄・貸付活動を基盤と
していない上（16）、収入獲得活動のための職
業訓練や技術研修に重点が置かれていな
い。経済的インセンティブは、しばしばグ
ループ参加への動機となり、グループ活動
が継続する要因となる。マヒラー・サマー
キアー・プログラムの場合、日常の問題が
解決され、個々人が成長を感じることがで
きたとしても、直接経済的利点につながら
ないグループ活動が継続して行われている
のはなぜか疑問であった。
　しかし、現地調査によって、このプログ
ラムには経済活動そのものは組み込まれて
いないが、生活や経済状況が向上する要素
が含まれていることが分かった。1つは、前
述したように、女性グループが地主と交渉
して賃金増額を勝ち取った事例である。低
賃金や賃金の不払いという問題を解決し、
収入増につながった。
　次に、インドでは低所得者層を対象とす

サインの代わりに指紋押捺する女性
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る食料の低価格販売や住宅建設費補助など
政府によるサービスがある。これらのサー
ビスを受けるためには、情報をもち、必要
な書類を整え、政府に申請する必要がある。
多くの貧困層の人びとは、情報を知らなかっ
たり、読み書きができなかったり、申請の
仕方が分からないため、その恩恵を受けら
れないという状況がある。APMSSは、研修
などを通して政府の社会サービスが利用で
きるようにサポートする。実際、政府の補
助金によってトイレを造ったり、家を建て
たと言う女性グループのメンバーがいた。
女性たちは、行政サービスにアクセスでき
るようになっただけでなく、サービスが十
分機能していないと、前述したように政府
職員にその改善を要求する。つまり、本来
受けられるはずの経済的な支援などの行政
サービスを利用できるようになり、結果と
して生活が向上する。
　さらに、マヒラー・サマーキアー・プロ
グラムが成果を上げていることから、参加
している女性グループが他のプロジェクト
の対象に選ばれたことがある。マクタール・
マンダルの女性グループはUNDPの農業プ
ロジェクト（17）対象となり、農機具、農業技術、
少額のローンが提供され、集団農場を開始
した。APMSSのスタッフによると、1割程
度の村を除いて農場は継続されているとい
う。つまり、そこから収入獲得の機会が得
られたのである。

3　政治的エンパワーメント
　女性を対象とするプロジェクトは、身体
的、社会的、経済的エンパワーメントが主
な目的で、心理的、政治的エンパワーメン
トは副産物として報告している事例が多
い。言い換えれば、実際的ニーズを満たす
ことが第1目的で、戦略的ニーズを満たすこ
とは、最初から意図されている場合と派生

的に充たされる場合がある。マヒラー・サ
マーキアー・プログラムが、プログラム開
始当初から女性の政治参加を促す研修を行
い、政治的エンパワーメントを目標として
いたことは特筆すべきである（18）。
　インドでは、1992年に第73次、第74次憲
法改正が行われ、パンチャーヤト・ラージ
法のもとパンチャーヤト（19）の運営にかかわ
る議員の3分の1は女性とする割り当て制が
採用された（20）。アンドラ・プラデシュ州では、
プログラム開始から2年後、1995年のパン
チャーヤト議員選挙で女性グループのメン
バー、63名が当選し、現在1920名が議員と
なっている。女性グループが、立候補した
メンバーと共に選挙活動を行い、グループ
のメンバーではない村内の女性にも投票を
呼び掛けるなど、グループの連帯行動がこ
の結果を生んでいる。
　現地調査で、パンチャーヤト議員となっ
た女性たちに「なぜ立候補したのか」と聞
いてみると、ほぼ次のような答えが返って
きた。
「いろいろなことをいくら頼んでも聞い
てもらえず、男性ばかりのパンチャー
ヤトでは何も変わらなかった。そこで、
女性の問題に取り組むためには、自分
が議員になって変えようと思った。」

　しかし、割り当て制度によって女性が議
員として選ばれたとしても、実際は夫が会
議に出席していたり、会議で女性はほとん
ど発言できなかったり、決定権は男性にあ
るなどパンチャーヤトの実態は変わってい
ないという批判もある。ある女性議員は、
「初めて立候補した時に、村の男性から
立候補を取りやめるように圧力を受け
た。当選後は、会議がいつ開催される
かも含め男性議員から何の情報ももら
えなかった」

という苦労話をした。これに対して、女性
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グループとAPMSSがパンチャーヤトに働き
かけ、彼女は会議に出席できるようになっ
たそうだ。APMSSは、女性をパンチャーヤ
トに送るだけでなく、議員として選ばれた
後も、パンチャーヤトの仕組みや議員とし
ての役割や責任についての研修、識字教育
などを行い、女性議員が活躍できるように
支援している。

4　身体的エンパワーメント
　APMSSは、健康、保健、衛生に関する研
修や啓発キャンペーンを実施し、政府の保
健センターの利用方法などの情報を伝えて
おり、女性グループのメンバーや家族およ
び村の人びとの健康状態や健康についての
知識と行動が向上したと考えられる。グルー
プの女性たちは、食事の前に石鹸で手を洗
う、毎日風呂に入る、服を頻繁に選択する、
髪をきちんととかす、など生活習慣の改善
を報告した。

5　心理的エンパワーメント
　マヒラー・サマーキアー・プログラムへ
参加した女性たちは、ある女性が「いろい
ろ知識を得て、成長した」と語ったように、
さまざまな研修や活動を通して心理的エン
パワーメントが図られている。社会的エン
パワーメントにおいて紹介した行動範囲の
広がりや外部の人との協働や交渉について
の女性たちの言葉の背後には、獲得した自
信がうかがえる。

6　マクタール女性グループ連盟の女
性たちにとってエンパワーメント
とは

　女性グループ連盟のメンバーに「エンパ
ワーメントとは何か」と尋ねると、「物事を
知ること」「相手の言うことに疑問を呈する
こと」「個人として成長すること」「開発の

プロセスに参加すること」「個人、家庭、村
で、意思決定できる力を得ること」などと
答えた。心理的、社会的、政治的エンパワー
メントの側面を捉えた理解を示しているこ
とが分かる。
　さらに、「エンパワーメントのための効果
的な方法は何か」と尋ねると、「教育」「ジェ
ンダー問題について学ぶこと」「問題を分析
すること」「連帯して家庭や村の問題を解決
すること」という言葉が返ってきた。まさに、
マヒラー・サマーキアー・プログラムが目
的としている教育を通した問題解決型エン
パワーメントのアプローチを反映している。
　このプログラムにおける教育とは、識字
学習だけにとどまらず広い意味をもち、フ
レイレの教育概念に近い。問題を共有、発
見し、原因を分析し、学習し、解決策を見
いだし、行動し、結果を分析し、振り返り、
次の行動を考える。学習方法も、ミーティ
ング、研修、視察などさまざまである。
　今回の調査で、プログラムのロール・モ
デルとも言える女性から話を聞いた。
「小さい頃、家庭が貧しかったため学校
へ行けなかった。9歳で結婚し、その
後離婚した。女性は家庭で、掃除、洗濯、
料理、子育てをし、夫に頼って生きて
いけばいいと思っていた。でも、女性
グループのメンバーになり、ジェンダー
問題について学んだことで、男性と女
性は平等でなければならないと思うよ
うになった。そのために、私は活動を
している。」

　彼女は、APMSSが運営する寄宿学校で小
学校課程を終え、その後通信教育で勉強を
継続し、現在は大学課程修了を目指してい
る。女性グループ連盟のミーティングでは、
活動について説明し、寸劇で男性役を演じ、
歌や踊りを交えながら進行していった。そ
のリーダーシップは見事であった。
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おわりに

　エンパワーメントは、開発プロセスおよ
びジェンダー平等達成のための重要な概念
である。女性のエンパワーメントのための
アプローチとして、経済面に重きが置かれ
る中、マヒラー・サマーキアー・プログラ
ムは、社会面を重視する問題解決型であ
る。目標も期限も設定されていないプロセ
ス志向、ボトムアップの意思決定、多様な
活動内容のプログラムは、参加型開発提唱
者にとって理想的なプログラムとも言える
だろう。女性グループのメンバーたちも、
他のほとんどのプロジェクトは保健や農業
など1分野の活動に限られているのに対し、
このプログラムは、自分たちが見つけたど
んな課題にも取り組める柔軟性と多様性を
もっている点が魅力であると述べた。
　一方で、マヒラー・サマーキアー・プロ
グラムには課題もある。一定の期間内に目
に見える、数字で表せる成果目標を設定し
ていないため、援助機関などから理解や資
金を得にくいだろう。また、プロセス志向
のプログラム運営は、複雑さや困難さを伴
うため、このアプローチの採用は容易でな
い。例えば、APMSSでは、年間のおおまか
な研修実施数を前年度に決めるが、スケ
ジュールは決めていない。女性グループか
らの要望に基づき内容や日時に柔軟に対応
するためである。さらに、人にかかる不測
の要素もある。例えば、ファシリテーター
のキャパシティー、ファシリテーターと女
性グループとの関係、女性たちへの研修の
浸透度、グループ内の人間関係、リーダー
シップを取れるメンバーを養成できるか（現
れるか）、などである。
　マクタール女性グループ連盟に所属する
45グループの中でさえ、成熟度には差があ
るようだ。あるグループは、2節で説明した

プロセスの第4段階である問題解決のため
の活動実施に達していたが、定期的にミー
ティングが行われなくなり、第2段階へ後退
した。その原因は運営委員が十分に役割を
果たしていないことにあると、女性グルー
プ連盟とAPMSSは判断し、交代させた。
　スケール・アップに伴う課題もある。プ
ログラムの規模拡大とそれによって生まれ
る女性グループとの距離というジレンマを
APMSSのスタッフは感じているという。ま
た、APMSSが撤退した地域の女性グループ
連盟との関係も懸念していた。APMSSが撤
退したマクタールの女性グループの中には、
「APMSSが来なくなった」と不満を口にす
る女性もいた。女性グループとの緊密な連
携で成長してきたプログラムであることか
ら、今後広域になったプログラムを限られ
た人数のスタッフでどのように効率よく実
施していくか、方策を考える必要がある。
　最も重要な課題は、女性たちの識字教育
の強化である。マヒラー・サマーキアー・
プログラムが目指す教育の普及は、女性グ
ループに参加している母親だけでなくその
子どもたちやコミュニティの子どもたちも
対象で、その内容も機能的識字、分析能力、
コミュニケーション能力の育成などに加え、
保健から農業まで広分野にわたる知識や技
術の伝達が含まれる。子どもの就学率は大
きく向上したが、女性たちの識字への関心
の低さからか、プログラムにおける比重は
低い。
　新たな取り組みとしては、女性グループ
のメンバーになると、少なくとも自分の名
前は書けるようにする、指紋押捺によるサ
インは認めないというルールを設定するこ
とや、毎月のミーティングで日常使用する
言葉を1つでも読み書きできるようにするな
ど、女性たちが堅苦しく考えがちな識字教
室という形態をとらずに、少しずつ学んで
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いく方法も取り入れることが考えられる。
　以上に挙げたような課題はあるものの、
マヒラー・サマーキアー・プログラムにお
ける女性のエンパワーメントのためのアプ
ローチは、経済面に偏りがちなアプローチ
に一石を投じるものである。特に、政治的
エンパワーメントを重視し、女性の政治参
加の促進に効果を上げている点は評価に値
する。パンチャーヤトの議員だけでなく、
パンチャーヤト長やマンダル議会の議員に
選ばれた女性たちも現れている。低い社会
階層出身の女性たちが、1村に25名程度の
小さなグループ活動を通して力をつけ、地
方政治に影響を及ぼすまでになった。この
実績は、今後さらに州や国レベルの政治や
意思決定の場に女性が進出していくための
重要なステップであり、社会を変えていく
力となりつつあることを示す事例である。
　本稿は、女性のエンパワーメントには、
多様なプロセスがあり、社会的、政治的エ
ンパワーメントを目標とし達成している事
例があることを示し、決して経済的インセ
ンティブを与えるアプローチを過小評価す
るものではない。限られた現地調査ではあっ
たが、マヒラー・サマーキアー・プログラ
ムに関する聞き取り調査をもとに女性のエ
ンパワーメントを目指すプロジェクトには、
エンパワーメントの5つの側面、特に戦略的
ニーズを満たすための社会的、政治的エン
パワーメントを明確に組み込むことの重要
性を検証できた。今後の同プログラムとプ
ログラムから独立した女性グループ連盟の
成長および社会にもたらす変化を注視して
いきたい。

注
⑴ 現地では女性グループは、マヒラー・サンガム
（mahila sangham）、あるいは略してサンガムと
言われている。

⑵ 2011年1月時点の為替レートで、1ルピーは約2
円である。

⑶ 会費はグループ活動や研修に参加する際の交通
費などに充てられる。

⑷ マンダルは、州、県の下の行政単位で村から構
成され、人口は5～7万人程度である。

⑸ 1村に1グループしかない理由を尋ねたところ、
プログラムが対象としている指定カーストや指
定部族などの女性が、各村で1グループつくれ
るほどの人数であったからだと聞いた。

⑹ インドのThe Societies Registration Act 1860の
もと、慈善団体などがsocietyという名称で登録
する。日本のNPO法人に相当する。

⑺ 2010年12月現在、このような連盟の数は、同県
には7つ、州全体では28となった。

⑻ もう1つの理由は、マクタールがUNDPの農業
プロジェクト、サマタ・ダルニー（Samatha 

Dharani）の対象となり、高価な農業機械は複
数の村に1つ供与された。交代で使用する必要
があり、近隣の村の女性グループ間で連絡を取
り合い、協力関係が深まったためであると聞い
た。APMSS（2006）を参照。

⑼ 教師の給料は、子どもたちが払う少額の授業料、
女性グループの会費の一部、さらにAPMSSか
らの補助金によって支払われた。

⑽ 運営費の一部は、APMSSからの補助金である。
⑾ この他にも、「児童労働に反対するために綿花
畑へ行くと地主に怒鳴られた」「ミーティング
をしているときに男性から嫌がらせを受けた」
など、プログラムに参加して苦労した経験が話
された。

⑿ プログラムの事前、事後の比較評価ではなく、
プログラム実施中の一時点において、女性たち
とのグループ・ディスカッションから得た限ら
れた情報をもとにした分析であることを留意さ
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れたい。なお、本節で引用している会話は、4
つのグループ・ディスカッション（2011年1月6、
7、8、9日）からである。

⒀ 女性を家族以外の男性の目から遮断するため女
性を隔離する慣習。

⒁ 1991年の国勢調査によると同州の女性の識字率
は33%で、2001年には51%に上昇している（GOI 

1991, 2001）。
⒂ 個人情報は、カースト、メンバーへの参加時期
のみで、年齢の記録もないと聞いた。

⒃ ただし、近年プログラムを展開した県では、政
府の別のプロジェクトによって貯蓄・貸付活動
を行っている既存の女性自助グループが存在す
る。これらのグループをマヒラー・サマーキ
アー・プログラムに組み込む場合もある。

⒄ 注⑻を参照。
⒅ 他にも戦略的ニーズを視野に入れたプロジェク
トがインドには存在する（橋本・三輪 2007）。

⒆ 人口2万から3万人程度の自治体組織。
⒇ アンドラ・プラデシュ州で行われた2005年の選
挙における女性議員の割合は33%である。さら
に、割り当てを2分の1に増やすことを州政府は
2009年に決定した。
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